
（別紙様式例３）

公表日：2024年2月1日 事業所名： 　　　　　　あけぼの園

はい
どちらともいえ

ない
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらともい
えない

いいえ わからない 保護者の方のご意見

1
利用定員に応じた指導訓練室等スペース
の十分な確保

　　○

人数によっては、狭いときもある
が、限られたスペースでもできる
遊びを行っている。
てくてくルームは人数が多くなる
とせまいと感じる。

59.3% 25.9% 13.0% 1.9%

現施設では、少し手狭に感じる
が、新施設への移転を期待しま
す。（複数）・少し狭くも感じるが
目が行き届くように思う。・個別
療育で数名での活動なので、十
分確保されている。てくてくルー
ムの部屋が少し狭いような気が
します。（複数）

現施設では、十分なスペースの
確保が難しいこともあります。移
転まで工夫しながら使用していき
ます。

2 職員の適切な配置 　　○
規定上は適切。しかし、兼任で配
置ししているので、職員の負担
は大きい。

90.7% 3.7% 0.0% 5.6%

退職される先生が相次ぎ、今後
不安はある。・個別療育で数名で
の活動なので、十分確保されて
いる。

配置数は適切ですが、子どもの
状態によっては、適切ではないと
感じることがあります。
年度途中の担当の変更により、
ご心配、ご迷惑をおかけしました
が、職員で協力しあい、丁寧に
子どもたちと向き合って療育がで
きるように努めていきます。

3
本人にわかりやすい構造、バリアフリー
化、情報伝達等に配慮した環境など障が
いの特性に応じた設備整備

　　○

利用児の特性に合わせて環境
整備を行っている。利用児の障
がいの状態に応じて、トイレ介助
の床にクッションシートを敷く等
の配慮を行っている。

72.2% 16.7% 11.1% 0.0%

段差があるところがあり、躓くこと
がある。・部屋内は分かりやすい
環境と思うが部屋を出ると物が
多い。・現施設では、少し手狭に
感じるが、新施設への移転によ
り解消されるはず。・老朽化した
建物のため、バリアフリー化など
は、あまりない。

3事業それぞれの利用者にあっ
た設備整備は適切とは言えませ
んが、新施設は、使いやすい構
造になっています。それまでは、
工夫しながら使用していきます。

児童発達支援又は放課後等デイサービス事業に係る自己評価結果公表用

事業所職員及び保護者の方の御意見を踏まえ、自己評価の結果を公表します。
評価を踏まえて、事業所の運営における課題点及び改善すべき点を確認し、今後の運営に活かしていきます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　回収数　54（回収率　79％　配布数６８）
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4
清潔で、心地よく過ごせ、子ども達の活動
に合わせた生活空間の確保

　　○

建物の古さはどうにもならない
が、清潔であるように心がけてい
る。毎朝職員で協力して掃除して
いる。

79.6% 14.8% 3.7% 1.9%

・古いので仕方ないかもしれない
が、不便を感じる時もある。・現
施設では、少し手狭に感じるが、
新施設への移転により解消され
るはず。・移転すれば変わるの
かもわかりませんが、今の空間
で心地よく過ごせてはいないと思
う。（１～４）

1
業務改善を進めるためのPDCAサイクル
（目標設定と振り返り）への職員の積極的
な参画

　　○

業務のため、会議に参加できて
いない職員がいる場合も、必ず
会議録の確認をするようにして
いる。

2
第三者による外部評価を活用した業務改
善の実施

　　○

外部評価は行っていませんが、
宇和島市の指定管理事業であ
り、市と連携しながら、業務を
行っていきます。保護者からのご
意見を頂き、改善を図っていま
す。

3
職員の資質の向上を行うための研修機会
の確保

　　○

園内研修を各職員が担当した
り、外部での研修に参加した職
員が報告したりしている。課題を
設けて、園内研修を行っている。

1

アセスメントを適切に行い、子どもと保護
者のニーズや課題を客観的に分析した上
での児童発達支援計画又は放課後等デ
イサービス計画の作成

　　○ 94.4% 3.7% 0.0% 1.9%

個別支援計画の作成の際には、
子どもの様子・保護者の願い・支
援者の願い・発達検査の結果な
どを元にして定期的にケース会
議を行っています。

2

児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画における子どもの支援に必
要な項目の設定及び具体的な支援内容
の記載

　　○ 92.6% 5.6% 0.0% 1.9%

3
子どもの状況に応じて、個別活動と集団
活動を適宜組み合わせた児童発達支援
又は放課後等デイサービス計画の作成

　　○
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4
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画に沿った適切な支援の実施

　　○ 88.9% 5.6% 0.0% 5.6%
クラスみんなに合わせてプログラ
ムを考えるのは大変そうだとい
つも思っています。

目標に応じた、療育内容を実践
していますが、疑問があればご
質問ください。丁寧に説明いたし
ます。

5 チーム全体での活動プログラムの立案 　　○

6
活動プログラムが固定化しないような工夫
の実施

　　○ 83.3% 11.1% 0.0% 5.6%

その日の子どもの様子によって、
活動内容を変えてもらっている
ので嬉しいです。・活動の内容の
趣旨を説明してほしい。活動プロ
グラムの内容が子に合わせて工
夫されていると思います。

家族参観日では、スライドを使っ
て療育内容の説明を行いまし
た。普段の療育でも担当から、随
時説明をするようにしています
が、不足している場合は、お聞き
ください。

7
平日、休日、長期休暇に応じたきめ細や
かな支援

　　○

8
支援開始前における職員間でその日の支
援内容や役割分担についての確認の徹
底

　　○

分離クラスや、合同で療育を行う
際等、事前に打ち合わせを行
い、それぞれの動きや内容等に
ついて確認をしている。

日々の利用児の一覧表を作成
し、支援内容や役割分担の確認
をしています。当日の出欠席の
変更があった場合など、スムー
ズに対応できるようになりまし
た。

9
支援終了後における職員間でその日行わ
れた支援の振り返りと気付いた点などの
情報の共有化

　　○

療育後にミーティングを行い、気
になった子どもや気づいた点な
どを振り返って翌日につなげて
いる。合わせて週1回のミーティ
ングを行い情報の共有化を図っ
ている。

10
日々の支援に関しての正確な記録の徹底
や、支援の検証・改善の継続実施

　　○

11
定期的なモニタリングの実施及び児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画の見直し

　　○

適
切
な
支
援
の
提
供

（
続
き

）



はい
どちらともいえ

ない
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらともい
えない

いいえ わからない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1
子どもの状況に精通した最もふさわしい者
による障害児相談支援事業所のサービス
担当者会議への参画

　　○

モニタリングには、協力してい
る。相談支援事業所からサービ
ス担当者会議に招かれることが
ありませんが、新規事例におい
ては、、利用日数や、希望の曜
日、子どもの状態など電話で伝
えてもらっている。

2

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育
等の関係機関と連携した支援の実施

　　○

必要に応じて訪問看護や、他事
業所と連絡をを取り合い、連絡
会など等で情報を共有し、安全
な療育が提供できるようしてい
る。

3

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身
障害のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡
体制の整備

　　○

嘱託医である市立宇和島病院の
小児科医師にケアが必要なお子
さんについて相談ができる機会
を設けている。

4

児童発達支援事業所及び放課後等デイ
サービス事業所からの円滑な移行支援の
ため、保育所や認定こども園、幼稚園、小
学校、特別支援学校（小学部）等との間で
の支援内容等の十分な情報共有

　　○

あいあいルームは、就園・就学
に関して園や小学校の見学の段
取りを行ったり、教育相談の同席
をしたりしている。てくてくルーム
においては、十分でないと感じて
いる。

幼稚園・保育園・相談支援事業
所等の関係機関を交えた連絡会
を保護者同席にて行っていま
す。来年度は、時期・内容等より
充実したものになるように計画し
ております。

5
他の障害福祉サービス事業所等への円
滑な移行支援のため、それまでの支援内
容等についての十分な情報提供

　　○

6
児童発達支援センターや発達障害者支援
センター等の専門機関と連携や、専門機
関での研修の受講の促進

　　○

愛媛県子ども療育センターの巡
回相談を利用し、助言を受けて
いる。市立宇和島病院や、伊予
病院、愛媛大学の先生から研修
の機会を設けている。

オンライン研修も含め、発達障が
い者支援センターの研修を2回
受け、全職員に対して伝達研修
を行いました。
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7

児童発達支援の場合の保育所や認定こど
も園、幼稚園等との交流や、放課後等デイ
サービスの場合の放課後児童クラブや児
童館との交流など、障がいのない子どもと
活動する機会の提供

　　○ 29.6% 13.0% 11.1% 38.9%

コロナが落ち着き、計画していた
だいているとは思いますが、なか
なか参加できず、どんな事をして
いるかわからないです。・障がい
のない子どもと活動した話は聞
いていないため。
・保育園との連携をとってほしい
と思う。・連絡会の他にも、日頃
の保育園での様子を見て頂き、
連携できるとなお良いように思
う。

並行通園（幼保・小中）の利用児
が大部分を占めています。
連絡会については、「関係機関と
の連携４」で回答しています。

8
事業所の行事への地域住民の招待など
地域に開かれた事業の運営

　　○

地域住民の招待はしていない
が、夕涼み会では、外部団体の
協力を得ながら盛大に行うことが
できた。みかん狩りでは外部団
体から招待を受けた。1カ月に近
くに渡り、看護学生のボランティ
アを受け入れた。いくじ学級で
は、児童民生委員さんに子ども
たちの見守りのお願いなど、地
域の方に協力していただきなが
ら、運営している。

1
支援の内容、利用者負担等についての丁
寧な説明

　　○ 96.3% 3.7% 0.0% 0.0%

2
児童発達支援計画又は放課後等デイ
サービス計画を示しながらの支援内容の
丁寧な説明

　　○ 94.4% 1.9% 0.0% 3.7%

3
保護者の対応力の向上を図る観点から、
保護者に対するペアレント･トレーニング等
の支援の実施

　　○

母子療育・個別療育・療育相談・
いくじ学級などを通して、子ども
の発達を理解し、子どもの成長
を促すことのできる関わり方を伝
えている。

77.8% 9.3% 1.9% 11.1%
・ペアトレではではないが、交
流会や、勉強会を良く行われ
ていると思います
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4
子どもの発達の状況や課題について、日
頃から保護者との共通理解の徹底

　　○ 92.6% 7.4% 0.0% 0.0%

・職員の方が忙しそうで、話をしにく
いときがある。・課題についてズレが
生じていると感じるため。・療育の時
間以外で、先生と個別で話せる時間
があまりない。

5
保護者からの子育ての悩み等に対する相
談への適切な対応と必要な助言の実施

　　○
内容によっては、難しいケースも
あるが、その場合は、園長や自
発管に相談して対応している。

88.9% 7.4% 0.0% 3.7%

・小さな疑問や悩みにも丁寧に助言
いただきたすかっている。・まだ利用
し始めたばかりなので、面談などは
ない。

6
父母の会の活動の支援や、保護者会の開
催による保護者同士の連携支援

　　○

保護者交流会を今年度２回開催
した、2月に3回目の予定。多くの
保護者が集まり、積極的な交流
ができた。行事が復活し、保護者
会（たけのこ会）の活動が活発化
した。

86.8% 7.5% 0.0% 5.7%

・特に保護者交流会はありがたい。
今後も続けていただきたい。・今年
度は、保護者交流会が開かれ、
様々な保護者と話せる機会があっ
た。

保護者交流会の記事や、保護者
会（たけのこ会）の活動の様子を
園だよりでお知らせしました。好
評であったため、来年度も保護
者交流会を継続する予定です。

7
子どもや保護者からの苦情に対する対応
体制整備や、子どもや保護者に周知及び
苦情があった場合の迅速かつ適切な対応

　　○
関係機関とも連携し、迅速に対
応した。職員で内容を共有し、対
応について話し合った。

79.2% 7.5% 0.0% 13.2%
・丁寧に対応していただい
た。

8
障がいのある子どもや保護者との意思の
疎通や情報伝達のための配慮

　　○ 88.7% 9.4% 0.0% 1.9%
・十分でないと感じることがあ
る。

9
定期的な会報等の発行、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報についての子ど
もや保護者への発信

　　○ 88.7% 7.5% 0.0% 3.8%
・園だよりが毎月内容豊富で見やす
い。・HPは見たことがないので、今
度見てみようと思います。

10 個人情報の取扱いに対する十分な対応 　　○ 86.8% 5.7% 0.0% 7.5%

・十分に注意されているとは思うが、
現施設の構造上職員室の中を保護
者や子どもが通り抜けることが多い
ため、懸念はある。

職員室の書類におきましては、
今後も十分に気を付けていきま
す。新施設は、職員室が独立し
ており、通り抜けられない構造に
なっています。

いつでもお声ください。その場で
対応できない場合は、別日にて
対応いたします。
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1
緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、
感染症対応マニュアルの策定と、職員や
保護者への周知徹底

　　○
作成中のものもある。令和6年度
4月までに完成し、研修等を行っ
ていく予定。

79.2% 7.5% 3.8% 9.4% ・説明を受けていない。

職員は、市社会福祉協議会のマ
ニュアルに沿って行動していま
す。契約時・新年度4月において
「警報発令時の登園について・緊
急時連絡先」を配布しています。

2
非常災害の発生に備えた、定期的に避
難、救出その他必要な訓練の実施

　　○ 84.9% 5.7% 0.0% 9.4%
・新しい場所にかわった時に
スムーズに避難できるか不安

避難訓練の様子について、園だ
よりに掲載しています。避難経路
に関しては、各部屋に掲示して
おります。新施設においても、同
様に取り組みます。

3
虐待を防止するための職員研修機会の確
保等の適切な対応

　　○

毎年の研修に加え、チェックリス
トを使用し、職員自身の行動や
発言についての振り返りを行っ
た。

4

やむを得ず身体拘束を行う場合における
組織的な決定と、子どもや保護者に事前
に十分に説明・了解を得た上での児童発
達支援計画又は放課後等デイサービス計
画への記載

　　○
身体拘束を行う可能性のある場
合、保護者と同意書を作成し、支
援計画へ記載しています。

5
食物アレルギーのある子どもに対する医
師の指示書に基づく適切な対応

　　○

6
ヒヤリハット事例集の作成及び事業所内
での共有の徹底

　　○

非
常
時
等
の
対
応

非
常
時
等
の
対
応

（
続
き

）



はい
どちらともいえ

ない
いいえ 工夫した点、改善点 はい

どちらともい
えない

いいえ わからない 保護者の方のご意見

事業所の現状評価 保護者の方の評価
評価を踏まえた

改善内容・改善目標
区分 チェック項目

1 子どもは通所を楽しみにしているか 86.8% 7.5% 1.9% 3.8%

・とても嬉しそうです。・一緒に遊
んでいる子の様子によって、感
情が不安定になるようで、少し行
くのを嫌がる。・いつも通園を楽
しみにしています。ありがとうござ
いました！（複数）

2 事業所の支援に満足しているか 92.5% 7.5% 0.0% 0.0%

・満足！！・利用人数が多いた
め、週１の１Hだけの利用だけな
のが残念。週１で、今より少し長
めの時間あると、ありがたい。・
やや不満を感じている。・いつも
大変お世話になっております。

年2回療育の小集団のグループ
の見直しを行っていますが、利用
児の様子によっては随時対応い
たします。2月から新年度に向け
て通園計画を立てていきます。
利用時間や、曜日等希望がある
場合は、その旨お伝えください。

満
足
度


